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福
島
原
発
か
な
が
わ
訴
訟

は
、
福
島
県
等
か
ら
神
奈
川
県

へ
避
難
し
た
被
害
者
を
中
心

に
、
国
と
東
京
電
力
の
法
的
責

任
を
明
ら
か
に
し
、
放
射
線
被

ば
く
の
健
康
影
響
に
関
す
る
知

見
を
踏
ま
え
、
ふ
る
さ
と
や
生

活
基
盤
を
奪
わ
れ
た
被
害
の
実

相
に
基
づ
き
、
完
全
な
損
害
賠

償
を
求
め
る
裁
判
で
す
。
第
一

陣
訴
訟
は
、
２
０
１
３
年
９
月

１１
日
の
一
次
提
訴
、
同
年
１２
月

１０
日
の
二
次
提
訴
、
２
０
１
４

年
３
月
１０
日
の
三
次
提
訴
、
同

年
１２
月
２２
日
の
四
次
提
訴
を
実

施
し
、
原
告
数
は
６１
世
帯
１
７

４
名
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

一
審
の
横
浜
地
裁
で
は
、
原

子
力
発
電
所
の
設
計
や
構
造
、

地
震
・
津
波
に
関
す
る
科
学
的

知
見
、
放
射
線
に
関
す
る
専
門

的
な
知
見
に
基
づ
く
立
証
を
緻

密
に
積
み
重
ね
、
原
子
力
行
政

に
従
事
し
て
い
た
行
政
担
当
者

や
原
爆
症
認
定
訴
訟
等
で
幾
度

も
証
言
を
し
て
き
た
聞き

き

ま間

元
は
じ
め

医
師
の
証
人
尋
問
を
実
施
し
て

立
証
に
厚
み
を
つ
け
る
と
と
も

に
、
裁
判
官
に
よ
る
現
地
見
分

も
実
施
し
て
被
害
を
具
体
化
し

た
結
果
、
２
０
１
９
年
２
月
２０

日
の
判
決
で
は
、
全
国
の
同
種

集
団
訴
訟
の
中
で
唯
一
、
２
０

０
２
年
の
「
長
期
評
価
」
だ
け

で
な
く
、
２
０
０
８
年
当
時
の

「
貞
観
地
震
・
津
波
」
の
知
見
を

も
取
り
入
れ
て
、
国
と
東
京
電

力
双
方
の
責
任
を
認
め
る
画
期

的
な
勝
利
を
勝
ち
取
り
ま
し

た
。

　

こ
の
時
期
は
、
全
国
で
も
国

と
東
電
の
責
任
を
認
め
る
判
決

が
続
い
て
お
り
、
福
島
第
一
原

福
島
原
発
か
な
が
わ
訴
訟
の

　
　
　
　
　
　

現
状
と
今
後
の
課
題

～
最
高
裁
不
当
決
定
を
受
け
て
～

２
．
実
質
的
審
理
を
放
棄
し
た

不
当
な
最
高
裁
決
定

３
．
第
二
陣
訴
訟
に
お
け
る
今
後
の

展
望
と
国
の
責
任
追
及

４
．
皆
様
へ
の
お
願
い

１
．
か
な
が
わ
一
陣
訴
訟
の

　
　

１２
年
に
わ
た
る
取
り
組
み

を

忘れない

発
事
故
に
関
す
る
世
論
の
関

心
・
後
押
し
も
大
き
か
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　

こ
の
流
れ
を
断
ち
切
っ
た
の

が
、
２
０
２
２
年
６
月
１７
日
の

最
高
裁
判
決
で
し
た
。
３
つ
の

下
級
審
判
決
が
国
の
責
任
を
認

め
、
１
つ
の
下
級
審
判
決
が
国

の
責
任
を
否
定
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
最
高
裁
第
二
小
法
廷
は
４

名
の
裁
判
官
の
う
ち
３
名
の
意

見
に
よ
っ
て
国
の
責
任
を
否
定

し
ま
し
た
。
こ
の
判
決
内
容
は

多
く
の
事
実
、
証
拠
を
無
視
し

た
も
の
で
、
牽
強
付
会
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
も
の
で
、
三
浦

守
判
事
の
反
対
意
見
こ
そ
が
説

得
力
を
も
っ
た
も
の
で
し
た
。

　

こ
の
最
高
裁
判
決
に
よ
っ

て
、
全
国
の
同
種
訴
訟
の
判
決

の
流
れ
が
変
わ
り
、
一
転
し
て

国
の
責
任
を
否
定
す
る
判
決
が

続
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

か
な
が
わ
第
一
陣
訴
訟
の
控

訴
審
で
あ
る
東
京
高
裁
も
、
こ

の
流
れ
に
沿
っ
て
、
２
０
２
４

年
１
月
に
一
審
判
決
を
覆
し
、

国
の
責
任
を
否
定
し
た
た
め
、

原
告
ら
は
「
貞
観
地
震
・
津
波
」

に
関
す
る
知
見
の
高
ま
り
等
を

論
拠
と
し
つ
つ
、
最
高
裁
へ
と

上
告
し
て
い
ま
し
た
。

　

２
０
２
６
年
１
月
２２
日
、
最

高
裁
判
所
第
一
小
法
廷
（
安
浪

亮
介
裁
判
長
）
は
、
原
告
ら
の

上
告
を
棄
却
し
、
上
告
受
理
申

立
て
を
受
理
し
な
い
と
す
る
決

定
を
下
し
、
国
の
法
的
責
任
を

否
定
し
た
高
裁
判
決
が
確
定
し

ま
し
た
。
こ
の
決
定
は
、
原
告

ら
が
提
起
し
た
「
貞
観
地
震
・

津
波
」
に
関
す
る
重
要
争
点
に

つ
い
て
、
何
ら
理
由
を
示
す
こ

と
も
な
く
「
門
前
払
い
」
と
し

た
も
の
で
す
。

　

本
来
、
最
高
裁
第
二
小
法
廷

判
決
の
論
理
で
は
、
「
貞
観
地

震
・
津
波
」
に
関
す
る
争
点
が

説
明
し
き
れ
な
い
は
ず
で
し
た

が
、
最
高
裁
第
一
小
法
廷
は
、

こ
の
点
の
判
断
理
由
を
何
も
示

　

一
陣
訴
訟
に
お
い
て
は
不
当

な
決
定
が
下
さ
れ
ま
し
た
が
、

現
在
、
２
０
２
１
年
に
提
訴
し

た
「
か
な
が
わ
第
二
陣
訴
訟
」

が
東
京
高
裁
に
係
属
中
で
す
。

第
二
陣
訴
訟
の
一
審
（
横
浜
地

裁
）
で
も
国
の
責
任
は
棄
却
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
こ

こ
で
諦
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

　

一
陣
訴
訟
の
最
高
裁
決
定
の

さ
ず
、
漫
然
と
追
随
す
る
決
定

を
下
し
た
の
で
し
た
。
こ
れ
は
、

原
子
力
行
政
に
対
し
て
司
法
が

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
全
く
果
た
し

て
お
ら
ず
、
「
行
政
監
視
機
能

を
放
棄
し
た
司
法
の
自
殺
」
と

も
言
え
る
極
め
て
不
当
な
決
定

で
あ
り
、
私
た
ち
は
満
腔
の
怒

り
を
も
っ
て
抗
議
し
て
い
ま

す
。

　

原
発
事
故
か
ら
１５
年
が
経
過

し
、
世
間
で
は
風
化
が
著
し
く

進
行
し
て
い
ま
す
。
国
や
東
電

に
よ
る
被
害
者
へ
の
支
援
・
賠

償
は
打
ち
切
り
の
一
途
を
辿

り
、
早
期
の
自
立
が
強
い
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
被
害
者
の
方
々

は
ふ
る
さ
と
で
の
生
活
基
盤
を

奪
わ
れ
、
所
属
し
て
い
た
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
破
壊
さ
れ
、

人
生
設
計
は
大
き
く
狂
わ
さ

れ
、
こ
れ
を
取
り
戻
す
こ
と
は

容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
放
射

線
被
曝
に
よ
る
健
康
影
響
の
懸

念
も
含
め
、
原
発
事
故
の
被
害

対
応
に
は
世
代
を
超
え
た
長
期

の
ス
パ
ン
で
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

神
奈
川
の
医
療
者
の
皆
様
に

は
、
国
と
東
京
電
力
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
た
事
故
の
責
任

の
所
在
を
明
確
に
認
識
し
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
今
な
お
被

害
が
進
行
中
で
あ
る
こ
と
を
深

く
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
社
会
の
風

化
に
歯
止
め
を
か
け
、
ふ
る
さ

と
を
奪
わ
れ
見
え
な
い
不
安
と

闘
い
続
け
る
被
害
者
の
方
々
に

対
し
、
長
期
に
わ
た
る
心
身
の

ケ
ア
や
温
か
い
支
援
を
継
続
し

て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
心
よ

り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

影
響
は
大
き
い
も
の
の
、
そ
れ

は
あ
く
ま
で
「
長
期
評
価
」
に

基
づ
く
論
理
に
関
す
る
も
の
で

あ
り
、
「
貞
観
津
波
」
の
知
見

と
い
う
別
論
点
に
対
す
る
実
質

的
判
断
は
未
だ
に
な
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

　

第
二
陣
訴
訟
の
控
訴
審
で

は
、
引
き
続
き
一
陣
訴
訟
と
同

様
の
論
点
を
掲
げ
つ
つ
、
高
裁

に
ご
ま
か
し
の
な
い
判
決
を
さ

せ
る
た
め
の
工
夫
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
他
の
弁
護
団
が
提
起

し
て
い
る
よ
う
な
、
米
国
原
子

力
規
制
委
員
会
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）
が

テ
ロ
対
策
と
し
て
導
入
し
た

「
Ｂ
．
５
．
ｂ
」
対
策
（
シ
ビ

ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
対
策
）
を
国

が
適
切
に
導
入
し
な
か
っ
た
不

作
為
を
問
う
な
ど
、
新
た
な
争

点
の
設
定
も
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、
引
き
続
き
国
の
法
的
責
任

を
厳
し
く
追
及
し
て
い
く
方
針

で
す
。

福島原発被害者支援かながわ弁護団
事務局長・弁護士

 黒澤　知弘

　
今
年
１
月
、
福
島
原
発
か
な
が
わ
訴
訟
に
対
し
て
最
高
裁
は
、
福
島
原
発
事

故
の
国
の
賠
償
責
任
を
否
定
し
た
。
果
た
し
て
、
本
当
に
国
の
責
任
は
な
い
と

言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
長
年
に
わ
た
る
訴
訟
の
あ
ゆ
み
と
、
事
故
か
ら
１５
年
経

っ
た
今
、
医
療
者
に
伝
え
た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
福
島
原
発
被
害
者
支
援
か
な

が
わ
弁
護
団
・
事
務
局
長
の
黒
澤
知
弘
弁
護
士
に
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。

無料動画配信を協会Ｈ
ホームページ

Ｐ「いい医療ドットコム」にて行っています（右QRコード）。ぜひご視聴ください！ 
＊下記は一例です。一部コンテンツの視聴には会員限定のパスワードが必要です。ご存じでない方は ℡ 045-313-2111まで。

【医療問題研究会】【医療問題研究会】

知ろう、ともに考えよう、知ろう、ともに考えよう、
social choiceとしての医療social choiceとしての医療

【医療情報講演会】【医療情報講演会】

医療DXの義務的推進の医療DXの義務的推進の
問題とオン資義務不存在問題とオン資義務不存在

訴訟の重要性訴訟の重要性

講師： 日本医師会

　　  総合政策研究機構

　　  主席研究員 森井 大一氏

講師：    オンライン資格確認義務

不存在確認等請求訴訟

原告団事務局長

　　　東京保険医協会 理事

　　　医療法人社団いつき会 

　　　ハートクリニック

　　　院長 佐藤 一樹氏

【スタッフセミナースタッフセミナー】

講師： 馬車道法律事務所

　　　弁護士　　小賀坂 徹氏

※ 当日の配布資料は協会ホーム

ページよりご覧いただけます。

カルテ開示の対応カルテ開示の対応

【臨床懇話会】

胃内視鏡検査の診方胃内視鏡検査の診方
―誰もが理解できる写真の撮り方と―誰もが理解できる写真の撮り方と

胃癌早期発見のために―胃癌早期発見のために―

講師：上大岡TMクリニック

　　　院長 髙橋 徹也氏

【歯科臨床研究会】

どうやって下顎総義歯をどうやって下顎総義歯を
落ち着かせる？落ち着かせる？

―下顎総義歯の安定のために必要な―下顎総義歯の安定のために必要な
デンチャースペース義歯のデンチャースペース義歯の

理論と実際―理論と実際―

講師：    つなかわ歯科医院

 綱川 周平氏

医療ソーシャルワーカーが相談に応じます
治療費や保険証のことでお困りの患者さんが
おられましたら、 お気軽にご連絡ください。
※通話料がかかります。

事前予約も承ります。 地域医療対策部へ
ご連絡ください（℡ 045-313-2111）

使える制度があるか

聞いてみよう！

医療費相談室のご案内
           ℡  045-313-2225
次回の相談日

5 月20日 （水）午後 2 時～ 5 時

相
談
無
料


